
きみも研究者！
富山高専で実践する海洋・ロボットを題材とした

次世代人材育成プログラム

実施機関名：富山高等専門学校
2023.1.31 連絡協議会



①プログラム概要

科学技術に対して旺盛な興味を持ち、高い論理的思考力を有す次世代の研究者・開発者を育成する。

■第一段階の目標(40名程度受け入れ)

①海洋科学実習を通じ地域社会の課題発見及び解決能力を醸成すること
・沿岸海洋の環境および社会を観察・調査するための科学的手法を学んで身に付けること
・実施に当たっては本校技術振興会会員企業の支援も受け、学んだ手法を用いて地域の課題を発見すること
・発見した課題に対して、適正な調査手法、サイエンス・ベースの課題解決手法を探索できる力をつけること

②ロボットプログラミングを通じ論理的思考力を醸成すること
・プログラミング実習を通じ、研究開発を行うために必須の能力である論理的思考力を醸成すること
・プログラミング技術を身につけること

さらに、学科・研究室紹介や先端研究所見学を通じて以下の点を目指す。

③受講生の好奇心を刺激することで科学技術への興味を喚起すること
④好奇心に基づいて柔軟に発想し、研究テーマを探索すること



科学技術に対して旺盛な興味を持ち、高い論理的思考力を有す次世代の研究者・開発者を育成する。

■第二段階の目標(10名程度受け入れ)

①受講生には研究・開発の進め方について理解を促すこと
②受講生自身が問題を発見し、解決するという研究の醍醐味を体験させること
③突出した能力を示す受講生には積極的に先端研究に従事させ、研究発表を行わせること

中間発表会の様子本校教員やメンター（専攻科生）とともに、研究活動に従事する。
各学科の専門に関連した6つの分野のテーマから、大学と同等の施設・設備を使用して実験等を行う。
担当教員は各受講生のレベルや興味に対応し、本人の希望も考慮した上でテーマを設定する。
本取り組みを通じ、将来の我が国を担う研究者の卵を育成する。
取組内容は本校内の発表会で発表させ、特に優れた受講生には先端研究に取り組ませ、学会発表を行わせる。

①プログラム概要



小中学校への案内チラシ
（例年4月1～2週目に各校へ配布）

若潮丸海洋実習

ロボットプログラミング講座

本校HP掲載写真

受講希望者は、小中学校で配布されたチラシあるいは
富山高専HPよりジュニアドクター育成塾の目的や、
プログラム内容を確認し応募を行う。

①プログラム概要



▶ 第一段階プログラム

受講生の感想（インタビュー，アンケート）
• いろいろなこと（レーダーのしくみ、専門用語の意味など）をもっと知りたいと思いました。【若潮丸乗船実習】
• どこからプランクトンが生まれてくるのかと疑問に感じました。【海洋科学実習】
• 値段が高い安いで放射温度計の正確さが違うのは内部のなにが違うからなのか気になりました。【海洋科学実習】
• 液体窒素に何をいれても凍るのですか？また、凍らないものがあるとしたらなんですか？【科学ものづくり講座】
• 将来社会に貢献できるような仕事につけるような大人になりたい。そのためにニュースを見て社会のことを学んだ
り色々な視点から物事を考えられるようになりたい。【プログラミング講座】

• 将来、ロボットを制御できるようにするために、プログラミングを学び、使いこなせるように練習していきたい
【プログラミング講座】

• 研究は、安全性と信頼性が大切だと知った。知るまでは実験を一回だけして満足していた。【倫理講座】

目標
①海洋科学実習を通じ地域社会の課題発見及び解決能力を醸成すること
②ロボットプログラミングを通じ論理的思考力を醸成すること
③受講生の好奇心を刺激することで科学技術への興味を喚起すること
④好奇心に基づいて柔軟に発想し、研究テーマを探索すること

②令和４年度に選抜した受講生の選抜から現在までの伸張状況



▶ 受講生の募集・選抜

育てたい能力・資質のうち、

①興味・関心、③責任感、④課題発見力、⑥表現力

審査員2名で評価し、4項目5点満点（計20点）で評価し、

合計点数が上位の40名を受入れた。

➝ 右図の評価基準より、工学系・海洋分野に興味を持っ

ており、考えを整理して問題意識をもって課題を発見し、

解決に取り組むことができる人材を発掘できている。

※育てたい能力・資質は以下の通り
①興味・関心、②聞く力、③責任感、④課題発見力、
⑤仮設検定力、⑥表現力

③受講生の評価概要



▶ 受講生の募集・選抜
令和３年度

①応募者67名を2名の審査員で審査

②審査員2名(4項目5点：20点満点)の合計点数上位40名を受入れ

受講生の募集・選抜日程

３月中旬
県市教育委員会訪問

４月上旬～
各校へのチラシ配布
募集要項HP掲載
募集期間～5月上旬

～５月中旬
作文等の審査

５月下旬
オンライン面談～合否通知

６月中旬
開講式

③受講生の評価概要



▶ 受講生の募集・選抜
令和４年度

①応募者51名を2名の審査員で審査

②審査員2名(4項目5点：20点満点)の合計点数上位40名を受入れ
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受講生の募集・選抜日程

３月中旬
県市教育委員会訪問

４月上旬～
各校へのチラシ配布
募集要項HP掲載
募集期間～5月上旬

～５月中旬
作文等の審査

５月下旬
オンライン面談～合否通知

６月中旬
開講式

③受講生の評価概要



④受講生の伸張題
▶ 成果（科学への興味関心、コンテスト等の実績）

人数内容コンテスト・資格等

１名奨励賞第59回富山県発明とくふう展

１名夢デザイン賞全国選抜小学生プログラミン
グ大会（富山大会）

１名準2級ロボット検定

１名優秀賞

１名出場高岡市ロボットプログラミン
グ競技大会

２名富山高専高専入学

令和3年度
人数内容コンテスト・資格等

各１名３級／４級数学検定

各１名銀賞／参加とやま科学オリンピック
2022中学校部門

１名３級元素検定

１名銀賞小矢部市小中学生科学作品展
覧会

１４名富山高専高専入学

令和4年度



⑤受講生の伸張とメンター活動の関り
▶ 指導体制の構築

担当教職員、シニアメンター、学生メンターによる実施体制
例：ロボットプログラミング講座では受講生2人に1人の学生メンターを配置し、細かな対応を実施している。

学生メンターの充足により、受講生に対して、迅速な質問対応、適宜アドバイスなどができており、
学びの質向上ならびに受講生の満足度向上へとつながる成果となっていると考える。



⑥受講生への評価フィードバック
▶ 指導方法・評価手法の開発

指導方法 評価方法
各講座終了後に育てたい6つの能力・資質への
自身の成長を記録し、振り返りを行う。
また各項目に対してプログラム開講時とプログ
ラム全体修了時の自己評価を比較し、受講生自
身が成長を確認できるようにした。

R３年度の結果

海洋科学実習

ロボット・プログラミング

受講生4人程度で研究チームを作成し、
チームメンバーが各テーマの調査責任者
となる。
テーマにおけるデータ処理等の指導をメ
ンターが実施し、教職員がフォローに回
ることで全体の進度をコントロールした。

小中学生を分けて講座を開講することで、
理解度・修得レベルに応じた目標課題を
設定することを目指した。
また、事前に初心者向けのプログラミン
グ講座も開講し、PC操作への不安解消を
試みた。



⑦第2段階の指導の工夫と評価計画
▶ 第二段階プログラム

当初ロボットプログラミング技術に興味を示していた受講生が
「技術」が「社会」への貢献を目指すことに関心を持ち左図に
示す地域の抱える問題に目を向けたテーマ課題に関心を持ち取
り組むに至った。
技術が目指すものを具体的に考え、理解する力はこの第二段階
プログラムを受講することで得られたものであると考える。

第二段階中間発表会
「Bluetoothシリアル通信を用いた遠隔除雪支援システ
ムの開発」発表資料より

研究テーマ選択の例

【評価計画】
指導教員から受講生への第2段階プログラムに対する評価なら
びにコメントによる振り返り実施体制を計画



⑧今後の重点課題
▶ 成果（メディア掲載実績）

▶ 課題

• 応募者数の減少 令和元年度：60名 令和３年度：67名 令和４年度：51名（但し小5生の人数変動
は極小）

• 受講生の自己評価において「③責任感」項目がプログラムの前後で減少

【令和２年】
開講式：新聞報道２件
北陸電力エネルギー科学館『ワンダー・ラボ』
実習：新聞報道２件
ロボットプログラミング実習①：新聞報道１件
ロボットプログラミング実習②：新聞報道１件、
テレビ報道１件

【令和３年】
開講式：新聞報道２件
若潮丸乗船実習：テレビ報道１件（富山テレビ放
送「ライブBBT」内で放映）
富山高専ジュニアドクター育成塾の取組につい
て：新聞報道１件
富山市科学博物館見学会：新聞報道１件
科学ものづくり講座：新聞報道１件
学習成果発表会・修了式：新聞報道２件

【令和４年（10月末時点）】
開講式：新聞報道２件
若潮丸乗船実習：新聞報道１件
ロボットプログラミング実習：新聞報道１件
富山市科学博物館見学会：新聞報道１件



⑧今後の重点課題
▶ 自立展開に向けた計画に関して

自立展開準備に向けた学内ワーキンググループを設立

• 令和7年度以降の実施体制確立

• 学内の公開講座、出前授業の整理

• 予算計画の立案

▶ 応募者の確保に関して

令和4年度に減少した応募者数に対する分析

• 参加しやすいプログラム見直し

• 受講生アンケートの分析


